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○近年、目覚ましい発展を遂げているAI、IoT、自働化技術を組み合わせ、世界最高水準の生産性を有し、労働環境の良いコンテ
ナターミナル（「ＡＩターミナル」）の形成を図るため、ＡＩを活用したターミナルオペレーションの効率化・最適化を図る。 

○将来的には、革新的に進化する情報通信技術を積極的に取り入れ、コンテナの搬出入手続等やCYカットに係る所要時間がほ
ぼゼロとなるよう、「AIターミナル」のアルティメットモデル（究極型）を目指す。 

○「ＡＩターミナル」の技術とインフラ整備をパッケージ化し、特定港湾運営会社と日本企業により海外展開 

○世界の膨大なインフラ需要を取り込むことにより、我が国の民間投資を喚起し、力強い経済成長を実現 

AIを活用したコンテ
ナ荷繰りの最小化 

遠隔操作化・自働化による
クレーン能力の最大化とオ
ペレーター労働環境の改善 

AGV（無人搬送車） 

自動運航船及び
遠隔タグボート 

IoT
自動的に情報収集

ビッグデータ

荷
役

機
械
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両
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船
舶

ログデータ
の蓄積

データ
の読込

収集 制御

蓄積 立案

ディープラーニング

IoT 一元的にコントロール

熟練技能者の「匠の技」
世界最高水準の生産性

「ＡＩターミナル」
AI、IoT等

ダブルトロリー式 

ガントリークレーン 

コンテナ立体格納庫 

自動運転車両
の隊列走行 

ゲートでのダ
メージチェック

の迅速化 

はしけ輸送 

「AIターミナル」の実現 ～港湾の中長期政策「PORT2030」～ 



PSカード 

ターミナル外 

（臨港道路等） 

効果① 

効果② 
効果③ 効果④ 

車両識別装置 

ターミナルに接
近情報を送信 

車両接近情
報の活用 

予約制度
の導入 

PSカード
タッチ処理 

事前の搬出
入情報共有 

ゲート前 

ゲート 

ヤード 

（処理時間削減効果を試験運用中） 

ゲート前待機時間を約5割削減（搬出時） ゲート部所要時間を約2割削減（搬出時） 

15分程度の荷繰り準備時間を確保 

海上コンテナの陸上輸送におけるICT実証実験（CONPAS） 

○海上コンテナを陸送するトレーラーの運転手について、労働環境の改善、生産性の向上等が求められている。 

○コンテナターミナルにおける混雑の緩和や貨物情報処理・荷役速度の向上による陸送時間の縮減を目指し、港湾情報システム
「CONPAS」を開発中であり、2018年から横浜港南本牧ふ頭コンテナターミナルにて試験運用を行っている。 

混雑する時間帯に集中するトレーラー
を分散･平準化 

トレーラーがターミナル到着
後に貨物情報処理 

トレーラーがターミナル
到着後にコンテナ移動 

トレーラーがゲート前で
長時間ゲート入場待機 

ゲート到着前に入力した搬出入情
報をTOSデータと照合し修正 

車両接近情報を検知し、事前にコン
テナを取り出しやすい位置に移動 

ゲート部でドライバーが
貨物情報を手入力 

PSカード（ICチップ付き身分証
明書）のタッチのみで入場処理 

〇CONPASに蓄積される情報のビックデータをAIターミナルに活用し荷役精度を向上 

〇「港湾関連データ連携基盤」とCONPAS間でデータを相互利用し、タイムリーに情報を共有 

①搬出入予約制度の導入による待機時間の削減 ②PSカード活用によるゲート処理時間の短縮 

④ターミナル内の荷繰り待ち時間の減少 ③事前の搬出入情報の照合による円滑なゲート入場 

⑤他システムとの連携による物流の高度化 

2 



3 

CONPASの構成要素（想定） 

現
状 

C

O

N

P

A

S

 

====== 

====== 

====== 

====== 

====== 

====== 

====== 

搬入票（紙） 

搬入票情報入力端末 

（バンニング時） 
入場予約端末 

（配車時） 
PS（Port Security）
カードリーダー 

入場ゲート 

行列するトラック 搬出入手続き 

海貨・倉庫等 

海貨・倉庫等 

CONPAS（新・港湾情報システム） 

陸運（配車係） 

トラックドライバー 

タッチパネル画面 

ゲート 管理棟 

＋ 
セキュリティ確認 

警備員 

搬入票を目視確認 

PSカードで一括ゲート部手続き 
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CONPASの効果と概念 

以下の①～④を組み合わせて混雑の解消、トレーラーのコンテナターミナルの滞在時間の縮減を図る。 

例：10分間に5台（2分間に1台）処理できるゲートに25台のトレーラーが来る場合 

①予約制
の導入 

待機台数 

5 

9:00 9:10 9:20 9:30 9:40 9:50 10:00 

渋
滞
無 

渋
滞 

６ 

０ ０ ３ ４ ３ １ 

分待ち 

到
着
台
数 

予約枠を10分で5枠設定
し、事前に到着時刻を指
定する。 

（※ただし、希望する到着
時刻を予約できない場
合もある） 

②③ゲート処理能力の向上 

○コンテナヤード内での作業を迅速化する。 

  例：コンテナを引き取りにきたトレーラーが近づいてきた時に、引き取りやすい位置にコンテナを取り出しておく。 

すぐ引き取りに来ると思われるコンテナの上には別のコンテナを置かない（AIターミナル）など。 

ゲートの処理する速さを向上し（ここ
では10分間で5台⇒7台とする例）、
通過できるトレーラーを増やす。 

（※ただし、到着が集中した場合
は完全には渋滞は解消しない） 

○処理向上の方法 

 ・紙の搬入票を電子化し、自動
チェックや事前の受付処理を行う。 

 

 ・入場受付をICカード化し、受付確
認をスピードアップする。 

合計100分待ち 

渋滞解消 

合計14分待ち 

④コンテナヤード内での作業時間の削減 

待機台数 
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入場 
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ゲート処理能力の向上 ～コンテナ搬出入手続き電子化（イメージ）～ 

○実入コンテナの搬入（輸出）の例 

入場ゲート 

入場 

===

=== 

海貨・倉庫等 倉庫等 

===

=== 

海貨・倉庫等 倉庫等 

CONPAS 
（新・港湾情報システム） 

タブレット 

ターミナルクラーク 

時間短縮 

■試験運用非参加車両 【従来】 

■試験運用参加車両 

搬入票（紙）
に貨物情報
を記入 

ゲート
へ移動 

ゲート 

IN 手渡し 
蔵置場所 
通達 

ドライバー 

搬入票（紙） 

搬入票情報
の読取 

紙の貨物情報の
確認作業 

搬入 
手続き 

ドライバー 入場ゲート 

CONPAS

に貨物情
報を入力 

ゲート 

IN 
蔵置場所 
通達 

搬入 
手続き 

PSカード
で貨物情
報を確認 

PSカード 

ゲートへ移動 

電子の貨物情報
の確認作業 

○ PSカードによるゲート部での手続短縮、ゲート到着前のCONPASに入力された搬出入情報とTOSの貨物情報の事前
照合によって、ゲート処理時間の短縮が可能となる。 

○貨物情報の事前照合により、海貨等の入力する搬出入情報の誤入力も事前に防止できる。 

バンニング 

バンニング 

ターミナル
クラーク 
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○ETC活用によりゲート到着前に事前荷繰り指示を出すことで、従来に比べて、事前準備のための時間を15分程度※1

確保できた。(但し、事前荷繰り指示が出されても、ターミナル内の作業状況等により、実際は事前荷繰りを実行できない場合がある。） 

○ゲート到着前に事前荷繰り完了している事例もあった。※2 

ETCで 

車両接近 

を感知 

ゲート部で
搬出受付 

荷繰り 

完了 

荷繰り 

指示 

ゲート部で
搬出受付 

■試験運用非参加車両 【従来】 

■試験運用参加車両 

※1 ETC通過後、事前荷繰りの指示が出された参加車両67台（実入り搬出）の平均所要時間 (試験運用期間(1月29日(月)～3月2日(金))で、新・港湾情報システム及びTOSデータから集計) 

  なお、搬出対象コンテナの上に別コンテナがない場合などは、事前荷繰りの指示は出されない。 

※2 上記※1の67台のうち21台で実際に事前荷繰りが行われ、うち3台がゲート到着前に事前荷繰りを完了した。 

ゲート
OUT 

事前荷繰り 

完了 

ゲート
OUT 

事前 
荷繰り 

ターミナルまで3km 

事前
荷繰り 

指示 

ターミナル 

管理棟 

INゲート OUTゲート 

15分程度の 
事前準備時間 

荷繰り 

INゲート OUTゲート 

コンテナヤード内での作業時間の削減 

時間短縮 

【事前荷繰りのイメージ】 

搬出対象コンテナ 

⑤シャーシに積込 ①事前荷繰り前 ②開始 ④完了 ③ 

移動・積付 
積付 

完了 

移動・積付 
積付 

完了 



我が国港湾のコンテナターミナルの生産性革命 ～AIターミナル政策の実現に向けて～ 
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○世界最高水準の生産性と良好な労働環境を有するAIターミナルの実現により、コンテナターミナルの生産性を飛躍的に向上させる
ため、AI等を活用したターミナルオペレーションの効率化・最適化に関する実証を行うとともに、遠隔操作RTGの導入を促進する。 

IC 

「ＡＩターミナル」 
のイメージ 

外来シャーシの構内 

滞在時間の最小化 

本船荷役時間の 

最小化 

オペレーターの 

労働環境の改善 
荷役機械の燃料、維持修繕費

節約によるコスト削減 

目指すべき方向性 

ＡＩ等の活用によるターミナル 

オペレーションの効率化・最適化 

 遠隔操作化・自働化による 

 クレーン(RTG)能力の最大   

 化とオペレーター労働環境 

  の改善 

 既存トレーラーの自働化による 

 コンテナ輸送効率の向上と 

  ドライバーの労働環境改善 

IC 

 熟練者の操作・経験等の 

 暗黙知を定式化することに 

  よる若手技能者の早期育成 

 荷役機械の作動データの 

  蓄積・分析による故障の予 

  兆の事前把握  

 コンテナダメージチェック 

 の自働化による貨物搬入・ 
 搬出の迅速化 

○「ＡＩターミナル」の技術とインフラ整備をパッケージ化し、特定港湾運営会社と日本企業により海外展開 

○世界の膨大なインフラ需要を取り込むことにより、我が国の民間投資を喚起し、力強い経済成長を実現 

情報技術の活用によるコン 

テナ搬出入処理能力の向上 



○ Cyber Portにより、国際貿易、観光振興、港湾施設利活用、臨海部防災その他多様な分野で、港湾情報を核とした新たな情報
活用ビジネス・サービスを創出。 

○港湾データ連携基盤の構築により、全ての港湾情報や貿易手続を電子的に取り扱うことを標準とする環境「港湾の完全電子
化」を形成した上で、さらに、今後実現を想定する海外港湾や異業種の情報プラットフォームとも接続し、連携する情報の拡大を
図り、情報の利活用による利便性・生産性を最大限まで高める「Cyber Port」を実現する。 

港湾の完全電子化による 

港湾物流の効率化 

情報の利活用の推進による更なる生産性 

向上・新たな港湾情報ビジネスの創出 

港湾関係者

物流関係者

船社

国（非NACCS関係）

NACCS

港湾管理者

港湾関連データ
連携基盤

港湾情報

物流情報

管理情報等

通関情報等

届出・報告等

物流情報

荷主入出荷情報

農水産品情
報（農業デー
タ連携基盤） 

海外港
湾情報 

国土地理情報 

（ＧＩＳシステ
ム） 

港湾 

インフラ 

情報 

国内物
流情報 

ターミナル
情報（IoT） 

連携 

連携 

新ビジネス 国際金
融取引
情報 

気象・ 

海象 

情報 

インフラ 

情報 

災害 

情報 

Ｅコマー
ス情報 

観光 

情報 

新ビジネス 
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データ 

連携基盤 

Cyber Port 

新ビジネス 

新ビジネス 

港湾物流情報やIoTを活
用したリアルタイム物流
動向に関する情報提供 

農水産品の生産情報と港
湾物流情報を活用した最適
輸送ルートの選択による農
水産品輸出ビジネスの拡大 

クルーズ客の活動情報
と観光消費性向のマッ
チングによるおもてなし

ビジネスの展開 

非常災害時における施設被害
情報と港湾物流情報を活用し
た代替輸送ルート情報提供 

「Cyber Port」の実現 ～港湾の中長期政策「PORT2030」～ 
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ICT実証実験（CONPAS） フェーズⅡの概要① 

1. 試験運用の結果  

（１）予約台数 
• 今回の試験運用では、３４２台※1が予約されました。予約台数は日により大きな変動があり、また、夕方以降の時間
帯に集中する傾向がみられました。 

0

40

80

120

N=342 

0

10

20

30

40

50

土
日
祝
は 

予
約
対
象
外 

土
日
祝
は 

予
約
対
象
外 

予
約
台
数
（
台
）

 N=342 

予
約
台
数
（
台
）

 

＜日別予約台数＞ ＜時間帯別予約台数＞ 

※1 予約取消が行われた50台は含まない 

（２）予約（新規・変更登録）の状況 

• 新規登録は、予約時間枠の２４時間前以後に行われたものが全体の約８割を占め、予約内容の変更登録は、予約
時間枠の３０分前以後に行われたものが約８割を占めました。 

• 予約（変更登録）のうち、「予約時間枠」の変更登録が約３割※2あり、「配車（運転手、トラクターヘッド）」の変更登録
が約８割※2ありました。 

     ※2 予約台数３４２台のうち、新規登録時の予約内容のまま搬出が行われた２１０台を除いた１３２台が対象 
 

変
更
登
録
の
有
無
（

%
）

 

＜項目毎の変更登録の割合＞ 

42台 

106台 108台 

0%

20%

40%

60%

80%

100%

予約時間枠 運転手 トラクタヘッド 

変更なし 

変更あり N=132 
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新規登録 変更登録 
予約時間枠の 
２４時間前以後 
の新規登録 
８３％ 

 

予約時間枠の 
３０分前以後 
の変更登録 
７６％ 

  

予
約
台
数
（
台
）

 

＜予約（新規・変更登録）の時期＞ 

N=342 

新規・変更登録から予約時間枠までの時間（hr） 
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ICT実証実験（CONPAS） フェーズⅡの概要② 

• 今回の試験運用で事前予約を利用した車両
において、ゲート前待機時間※3が約５割削減
※4されました。 

※3 コンテナヤード前の車列ができる区間（待機場入口
～ゲート）の走行所要時間 

※4 CONPAS予約車両の所要時間と、当該車両と同時
刻にコンテナターミナルに到着した車両の推定所要時
間の比較（平均値） 

 

（３）事前予約制によるゲート前待機時間の削減効果 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

CONPAS非予約車 CONPAS予約車 

１
台
当
た
り
の
ゲ
ー
ト
前

 

平
均
待
機
時
間
（
分
）
 

約５割削減 

＜1台当たりのゲート前平均待機時間＞ 

（事前予約なし）                 （事前予約あり） 

2. 今後の予定 
• 引き続き、搬出コンテナを対象とした事前予約車数の増加を図るとともに、搬入コンテナも対象とした事前予約制
度の実現に向けた試験運用（２月目処）を実施していきます。 

• さらに、利用者のご意見も聞きながら、横浜港の他ターミナルや他港への展開を目指して検討を進めていきます。 


